
現
代
中
国
に
お
け
る
比
較
美
学
の
現
状

中
国
と
西
洋
を
比
較
す
る
美
学
の
歴
史
と
現
状

中
国
で
は
、
近
代
に
入
っ
て
中
国
と
西
洋
と
の
比
較
美
学
研
究
が
盛
ん
に
な

り
ま
し
た
が
、
そ
の
端
緒
は
清
代
に
ま
で
さ
か
の
ぽ
り
ま
す
。
そ
の
先
が
け
と

(
①
)
 

な
っ
た
の
は
郡
一
桂
の
『
小
山
画
譜
」
と
松
年
の
『
願
園
絵
画
」
で
す
。
た
と

え
ば
、
松
年
は
「
西
洋
の
絵
画
が
些
細
な
点
も
見
逃
さ
ず
描
写
し
、
あ
り
の
ま

現代中国における比較美学の現状

ま
に
彩
色
を
施
す
こ
と
を
追
求
す
る
」
の
に
対
し
、
「
中
国
の
絵
画
は
描
線
を
重

視
し
、
絵
画
全
体
が
気
の
流
れ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
描
線
の

形
態
を
[
対
象
に
]
類
似
さ
せ
る
な
ら
ば
、
[
絵
画
に
]
自
ず
か
ら
[
対
象
の
]

か
精
神
。
が
満
ち
溢
れ
て
く
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
松
年
の
言
葉
は
、
西
洋
絵

画
が
模
写
を
追
求
す
る
の
に
対
し
、
中
国
絵
画
は
精
神
を
伝
え
る
こ
と
を
重
視

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
言
葉
は
中
国
お
よ
び
西
洋
の

絵
画
芸
術
の
特
徴
を
正
確
に
捉
え
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

中
国
に
お
げ
る
近
代
啓
蒙
運
動
以
降
、
梁
啓
超
[
一
八
七
五

1
一
九
二
九
]
・

林周

子来

娃祥

訳

王
国
維
[
一
八
七
七

i
一
九
二
七
]
・
魯
迅
[
一
八
八
一

1
一
九
三
六
]
な
ど
は
意

識
的
に
中
国
と
西
洋
と
の
美
意
識
を
比
較
研
究
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
梁
啓
超

は
欧
州
の
リ
ア
リ
ズ
ム
お
よ
び
ロ
マ
ン
主
義
と
中
国
の
古
典
文
学
と
を
比
較
し
、

両
者
の
根
本
的
差
異
を
直
観
し
て
い
ま
し
た
。
王
国
維
は
中
国
の
古
典
的
美
学
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を
終
結
さ
せ
、
中
国
の
近
代
美
学
を
創
始
し
ま
し
た
。
彼
は
西
洋
の
近
代
美
学

を
中
国
に
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
の
古
典
的
美
学
体
系
を
全
般
的
に

転
換
さ
せ
た
代
表
的
な
人
物
で
す
。
「
外
来
の
観
念
を
取
り
入
れ
、
中
国
固
有
の

も
の
と
比
べ
あ
わ
せ
る
」
と
い
っ
た
研
究
態
度
を
取
り
、
『
紅
楼
夢
評
論
」
、
『
宋

元
戯
曲
考
』
、
『
唐
宋
戯
曲
考
」
な
ど
で
は
、
カ
ン
ト
や
シ
ョ

1
ペ
ン
ハ
ウ
ア
l

の
美
学
を
も
と
に
中
国
芸
術
を
研
究
し
、
『
人
間
詞
話
」
で
は
、
中
国
古
典
美
学

の
総
括
を
試
み
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
王
国
維
の
中
国
と
西
洋
と
の
比
較
研
究

に
よ
っ
て
、
彼
は
中
国
美
学
を
古
典
的
美
学
か
ら
近
代
的
美
学
へ
と
転
換
さ
せ

ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
は
歴
史
的
に
大
変
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
国
と
西
洋
の
美
学
も
し
く
は
芸
術
を
一
層
具
体
的
に
比
較
し
た
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宗
白
華
[
一
八
九
七

1
一
九
八
八
]
、
朱
光
潜
[
一
八
七
九

1
一
九
八
六
]
、
部
以

塾
、
銭
鐘
書
[
一
九
一

0
1
]
と
い
っ
た
人
物
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、

宗
白
華
は
「
美
学
散
歩
』
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。
「
エ
ジ
プ
ト
や
ギ
リ

シ
ャ
以
来
の
伝
統
を
受
け
継
い
だ
西
洋
絵
画
は
、
[
二
次
元
と
い
う
]
仮
想
の
立

体
的
絵
画
空
間
の
中
に
奥
行
き
の
あ
る
物
体
を
描
き
出
し
て
い
る
」
。
「
あ
た
か

も
中
に
入
り
込
ん
で
手
で
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
そ
れ
ら
の
絵
画
空
間

は
、
エ
ジ
プ
ト
や
ギ
リ
シ
ャ
の
彫
刻
芸
術
や
建
築
空
間
に
端
を
発
し
て
い
る
」
。

一
方
、
「
中
国
の
絵
画
は
一
種
の
建
築
的
形
式
美
で
あ
り
、
音
楽
的
律
動
美
で
あ

り
ま
た
舞
踏
的
形
態
美
で
あ
る
。
絵
画
の
要
素
は
機
械
的
写
実
で
は
な
く
、
イ

メ
ー
ジ
の
創
造
で
あ
る
」
と
。
朱
光
潜
は
中
国
の
伝
統
的
美
学
に
つ
い
て
造
詣

が
深
い
だ
け
で
な
く
西
洋
美
学
に
つ
い
て
も
研
鎖
を
積
み
、
西
洋
美
学
を
中
国

に
紹
介
し
た
こ
と
に
お
い
て
は
最
大
の
功
績
を
収
め
た
人
物
で
あ
る
と
言
え
ま

し
よ
う
。
彼
の
代
表
的
な
翻
訳
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
『
文
芸
対
話
集
』
、

レ
ッ
シ
ン

グ
の
『
ラ
オ
コ

l
ン
」
、
ゲ

1
テ
の
『
談
話
録
』
、

へ
l
ゲ
ル
の
『
美
学
』
全
三
巻

で
す
。

さ
ら
に
彼
は
『
文
芸
心
理
学
』
、
『
悲
劇
心
理
学
』
で
西
洋
の
近
代
心
理

学
派
の
美
学
を
紹
介
す
る
な
ど
、
西
洋
美
学
を
中
国
に
紹
介
す
る
上
で
最
も
重

要
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、

一
九
四
七
年
に
イ
タ
リ
ア

の
著
名
な
美
学
者
B
・
ク
ロ
1
チ
ェ
の
「
美
学
原
理
」
を
中
国
に
紹
介
し
、
彼

自
身
も
ク
ロ

l
チ
ェ
か
ら
深
い
影
響
を
受
け
た
こ
と
で
す
。

一
九
八
六
年
に
は

同
じ
く
イ
タ
リ
ア
の
G
・
B
-
ヴ
ィ

l
コ
の
『
新
科
学
」
を
紹
介
し
、
『
ヴ
ィ

l

コ
の
新
科
学
お
よ
び
そ
の
中
国
・
西
洋
美
学
に
対
す
る
影
響
』
を
執
筆
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
彼
は
中
国
と
西
洋
の
双
方
の
美
学
に
精
通
し
て
い
る
強
み
を
発

揮
し
、
著
書
『
詩
論
」
や
『
悲
劇
心
理
学
』
の
な
か
で
中
国
の
詩
や
悲
劇
を
西

洋
の
そ
れ
と
比
較
し
て
い
ま
す
。
朱
光
潜
の
残
し
た
業
績
は
現
在
で
も
高
く
評

価
さ
れ
、
中
国
近
現
代
美
学
史
上
、
最
も
重
要
な
人
物
の
一
人
と
い
え
ま
し
ょ

フ。
改
革
開
放
後
と
り
わ
け
八

0
年
代
以
降
、

わ
れ
わ
れ
は
中
国
美
学
と
西
洋
美

学
と
を
系
統
的
に
研
究
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、

一
九
八

O
年
十
一
月
に
は
全
国

古
代
文
学
理
論
学
術
討
論
会
で
論
文
集
「
中
国
・
西
洋
美
学
理
論
比
較
研
究
』

を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
の
中
国
・
西
洋
美
学
の
比
較
研
究
の
ほ
と
ん
ど

は
部
分
的
、
断
片
的
な
研
究
が
主
で
、

マ
ク
ロ
的
な
系
統
的
研
究
に
欠
け
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
ま
だ
、
中
国
と
西
洋
美
学
の
差
異
を
指
摘
す
る
に
留
ま
り
、
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あ
る
い
は
西
洋
崇
拝
的
に
、
あ
る
い
は
中
国
至
上
主
義
的
に
と
偏
り
が
ち
で
し

た
。
以
上
の
欠
点
を
克
服
す
る
た
め
、
巨
視
的
な
立
場
か
ら
、
中
国
、
西
洋
美

学
の
共
通
点
と
特
殊
性
を
同
時
に
分
析
す
る
よ
う
な
比
較
研
究
が
必
要
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

復
E
大
学
の
蒋
孔
陽
教
授
は
、

一
九
八
二
年
第
三
期
「
学
術
月
刊
」
に
「
中

国
古
代
美
学
思
想
と
西
洋
美
学
思
想
の
比
較
研
究
」
と
い
う
テ

1
マ
の
論
文
を

発
表
し
、
歴
史
社
会
、
思
想
背
景
、
文
芸
作
品
、
言
語
問
題
と
い
っ
た
四
つ
の

側
面
か
ら
中
国
・
西
洋
美
学
を
比
較
研
究
し
、
「
西
洋
美
学
思
想
の
主
流
は
か
模

倣
的
4

で
あ
り
、
中
国
の
そ
れ
は
汐
表
現
的
。
で
あ
る
」
と
い
っ
た
結
論
を
導

き
出
し
ま
し
た
。



そ
の
後
、
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
「
中
国
は
絵
を
詩
に
求
め
、
西
洋
は
詩
を
絵
に

求
む
(
詩
中
有
画
、
画
中
有
詩
)
」
、
「
中
国
と
西
洋
に
お
け
る
古
典
的
調
和
美
に

関
す
る
比
較
研
究
」
、
「
表
現
的
な
中
国
美
学
と
再
現
的
な
西
洋
美
学
」
、
「
表
現

的
な
中
国
美
学
と
再
現
的
な
西
洋
美
学
の
趨
勢
」
、
「
中
園
芸
術
の
か
境
地
。
と

西
洋
芸
術
の
。
典
型
。
」
、
「
，
美
4

9

善
。
結
合
型
の
中
国
美
学
と

m
美。
8

真
。
統

一
型
の
西
洋
美
学
」
、
「
直
観
的
中
国
美
学
と
分
析
的
西
洋
美
学
」
、
「
金
聖
歎
と

パ
ル
ザ
ッ
ク
の
小
説
美
学
」
、
「
中
国
の
戯
曲
美
学
と
西
洋
の
対
話
劇
美
学
」
等

の
論
文
を
発
表
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

現
在
、
中
国
国
内
に
お
け
る
比
較
美
学
の
研
究
は
大
変
盛
ん
に
な
っ
て
お
り
、

四
川
省
で
は
『
中
国
・
西
洋
比
較
美
学
論
文
集
』
が
、
湖
北
省
で
は
『
中
国
・

西
洋
美
学
芸
術
の
比
較
』
(
論
文
集
)
が
出
版
さ
れ
、

一
九
八
四
年
に
は
全
国
美

学
学
会
で
「
中
国
・
西
洋
美
学
芸
術
比
較
討
論
会
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
国
、
西
洋
美
学
の
比
較
研
究
の
新
し
い
局
面
が
す
で
に
現
れ
た
と
い
っ
て
も

現代中国における比較美学の現状

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

中
国
・
西
洋
と
の
美
学
研
究
に
関
す
る
概
観

巨
視
的
な
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
中
国
・
西
洋
比
較
美
学
の
主
要
な
目
的
は
中

園
、
西
洋
両
者
聞
に
共
通
の
法
則
を
探
し
出
し
、
同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
殊

性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
ま
す
。
中
国
・
西
洋
比

較
美
学
に
つ
い
て
の
具
体
的
内
容
は
、
拙
著
『
中
国
・
西
洋
比
較
美
学
大
綱
』

で
詳
し
く
述
べ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
の
本
の
概
要
を
紹
介
す
る
こ

と
で
中
国
・
西
洋
美
学
比
較
研
究
の
概
観
の
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

同
書
は
緒
論
お
よ
び
四
章
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
緒
論
で
は
主
に
比
較
美
学
の

意
義
と
そ
の
方
法
に
つ
い
て
、
第
一
章
か
ら
第
四
章
で
は
中
国
と
西
洋
と
の
比

較
を
中
心
に
、
美
学
の
傾
向
、
美
の
本
質
、
美
の
理
想
、
芸
術
の
特
徴
に
つ
い

て
論
じ
て
い
ま
す
。
更
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
を
古
代
、
近
代
、
現
代
と
い
う

時
期
に
分
類
し
、
同
一
の
時
期
に
お
け
る
同
一
の
問
題
の
比
較
研
究
を
試
み
て

い
ま
す
。
以
下
、
第
一
章
か
ら
順
に
紹
介
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

第
一
章

中
国
と
西
洋
美
学
の
傾
向
の
比
較

古
代
の
西
洋
美
学
が
分
析
的
、
思
弁
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
古
代
中
国
美
学
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は
直
観
的
な
傾
向
が
強
く
、
感
性
的
経
験
の
中
に
も
理
性
的
精
神
が
包
含
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ま
す
。
現
代
に
な
る
と
、
西
洋
美
学
は
反
理
性
的
伝
統
の
も
と

感
性
的
経
験
を
重
視
す
る
傾
向
が
日
増
し
に
強
ま
り
、
中
国
美
学
は
古
代
の
経

験
的
な
も
の
か
ら
理
性
的
思
惟
的
な
も
の
へ
と
転
換
し
、
理
論
性
を
追
求
す
る

傾
向
を
強
め
て
い
き
ま
す
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
今
後
の
美
学
の
あ
り
方

は
思
弁
的
理
性
と
感
性
的
経
験
と
が
密
接
に
結
び
つ
い
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、

一
九
八
四
年
の
「
中
国
・
西
洋
美
学
芸
術
比

較
討
論
会
」
で
は
、
中
国
の
古
典
的
美
学
の
傾
向
に
つ
い
て
大
き
く
分
け
て
三

種
類
の
意
見
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
わ
れ
わ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、

経
験
の
中
に
は
理
性
的
精
神
が
包
含
さ
れ
て
い
る
と
見
る
も
の
で
、
二
つ
目
は
、
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中
国
の
古
典
的
美
学
は
経
験
的
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
美
学
理
論
な
ど
と
呼
べ
る

も
の
は
な
い
と
い
う
も
の
で
、
三
つ
目
は
、
中
国
美
学
は
思
弁
的
で
あ
り
古
代

に
お
い
て
も
相
当
高
度
な
理
論
水
準
を
有
し
て
い
た
と
い
う
意
見
で
あ
り
ま
す
。

第
二
章

中
国
と
西
洋
の
美
の
本
質
の
比
較

美
的
な
本
質
と
い
う
問
題
に
関
し
て
、
古
代
の
中
国
美
学
は
倫
理
的
美
学
で

あ
り
、
西
洋
美
学
は
宗
教
的
美
学
で
あ
る
と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
ま
す
。
そ
れ
に

対
し
、
近
代
に
な
る
と
、
中
国
美
学
に
は
反
倫
理
的
傾
向
が
、
西
洋
美
学
に
は

反
宗
教
的
傾
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
、
中
国
は
倫
理
的

な
感
情
か
ら
、
西
洋
は
宗
教
的
な
感
情
か
ら
抜
け
出
す
と
い
う
差
は
あ
る
も
の

の
、
双
方
と
も
美
的
自
由
を
求
め
自
立
し
、
独
立
し
た
地
位
を
追
求
し
て
い
る

と
い
う
意
味
で
は
同
一
の
歩
調
を
と
っ
て
い
ま
す
。
現
代
に
な
る
と
西
洋
美
学

は
、
本
質
論
か
ら
心
理
学
的
美
学
へ
転
換
し
、
人
間
の
欲
望
や
本
能
を
強
調
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、

シ
ョ

l
ペ
ン
ハ
ウ
ア
l
、

-一l
チ
ェ
、

フ
ロ
イ
ト
か
ら
ユ
ン
グ
ま
で
の
西
洋
反
理
性
主
義
美
学
者
の
多
く
は
、
「
美
の
本

質
を
理
性
的
規
範
の
束
縛
か
ら
解
放
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

そ
れ
を
感
性
的
生
命
の
営
み
の
中
に
置
き
、
原
始
的
欲
望
と
本
能
を
追
求
し
て

い
ま
す
」
。

一
方
、
現
代
の
中
国
の
美
学
は
認
識
論
の
枠
を
超
え
、
社
会
的
実
践

観
を
取
り
入
れ
、
理
性
的
科
学
認
識
と
感
性
的
倫
理
実
践
の
聞
に
美
的
世
界
と

い
う
第
三
王
国
を
探
求
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
美
的
認
識
と

科
学
的
認
識
と
を
完
全
に
分
離
し
て
し
ま
わ
ず
、
ま
た
、
科
学
的
認
識
と
感
性

的
実
践
を
審
美
と
混
同
し
て
し
ま
わ
な
い
と
い
っ
た
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

今
ま
で
西
洋
美
学
論
の
研
究
は
感
性
を
偏
重
す
る
傾
向
が
あ
り
、
中
国
の
そ
れ

は
理
性
や
社
会
性
を
重
視
し
が
ち
で
あ
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
は
、

中
国
・
西
洋
と
も
お
互
い
の
欠
点
を
補
い
な
が
ら
、
人
類
の
美
の
本
質
の
歴
史

的
生
成
と
個
人
的
な
美
的
活
動
の
現
実
的
特
徴
を
緊
密
に
関
連
付
け
、
抽
象
か

ら
現
実
へ
、
理
論
か
ら
実
践
へ
、
定
性
的
分
析
か
ら
定
量
的
分
析
へ
と
移
行
し

て
い
く
こ
と
が
、
東
西
双
方
の
美
学
者
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
本
来
、
美
的
活
動
そ
の
も
の
は
、
個
体
と
歴
史
、
心
理
と
社
会
、
理
性
と

非
理
性
、
意
識
と
潜
在
意
識
と
い
っ
た
相
対
立
す
る
要
素
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

わ
れ
わ
れ
も
ま
た
歴
史
学
的
、
社
会
学
的
、
非
理
性

的
、
潜
在
意
識
的
な
角
度
か
ら
美
の
本
質
を
研
究
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

110 

い
は
ず
で
す
。

第
三
章
、
中
国
と
西
洋
の
美
の
理
想
の
比
較

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
古
代
の
美
学
は
「
調
和
」
を
美
と
し
て
き
ま
し
た
。

美
と
調
和
は
古
代
人
に
と
っ
て
一
つ
の
概
念
の
二
種
類
の
表
現
形
態
に
過
ぎ
な

い
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
西
洋
と
中
国
と
で
は
明
ら
か
に
違
い
が
あ
り
ま

す
。
西
洋
は
、
美
的
対
象
の
物
理
的
属
性
、
す
な
わ
ち
形
式
の
調
和
を
重
視
す

る
の
に
対
し
て
、
中
国
は
、
主
体
の
心
理
的
属
性
、
す
な
わ
ち
内
容
の
調
和
を

重
視
し
ま
す
。

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
学
派
は
、
数
の
理
論
を
音
楽
研
究
に
応
用
し
、
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音
楽
は
対
立
要
素
の
調
和
的
統
一
で
あ
り
、
音
楽
美
は
雑
多
を
統
一
に
不
調
和

を
調
和
に
導
く
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
ま
し
た
。

へ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
も
、
互
い

に
排
斥
し
合
う
音
調
を
一
つ
に
結
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
最
高
の
美
が
作
り

出
さ
れ
る
と
主
張
し
ま
し
た
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
も
ま
た
、

一
つ
一
つ
の
部
位

や
体
積
ま
で
も
一
定
の
法
則
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
、

そ
こ
に
整
合
性
が

認
め
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
を
美
的
で
あ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ

て
音
声
や
形
状
な
ど
物
理
的
形
式
の
調
和
が
美
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

西
洋
と
異
な
り
、
古
代
中
国
の
孔
子
は
「
情
」
と
「
理
」
の
調
和
的
均
衡
を

重
視
し
、
「
楽
し
む
も
淫
れ
ず
、
哀
し
む
も
傷
ま
ず
」
と
言
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

快
楽
も
哀
し
み
も
度
を
越
す
こ
と
な
く
、
理
性
に
よ
っ
て
調
和
的
均
衡
を
保
た

ね
ば
な
ら
な
い
と
言
う
の
で
す
。
儒
家
は
「
詩
」
の
教
育
的
効
果
を
「
温
柔
敦

厚
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
主
旨
も
ま
た
、
調
和
的
均
衡
を
意
味
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
儒
家
が
「
情
」
と
「
理
」
、
人
と
人
と
の
調
和
を
追
求
し

て
い
る
の
に
対
し
、
道
家
は
心
と
物
、
人
と
自
然
と
の
調
和
を
重
視
し
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
荘
子
は
、
「
天
と
和
す
は
、
こ
れ
を
天
楽
と
謂
ふ
」
(
『
荘
子
』
・

「
天
道
」
)
と
言
っ
て
い
ま
す
。
彼
の
言
う
「
天
楽
」
と
は
最
高
の
音
楽
の
意
味

で
あ
り
、
「
天
」
と
は
即
ち
自
然
で
あ
り
、
「
天
と
和
す
」
と
は
自
然
と
調
和
す

る
と
い
う
意
味
で
す
。
こ
こ
で
言
う
調
和
と
は
、
所
謂
「
物
に
乗
じ
て
以
っ
て

心
遊
ぶ
」
と
い
う
美
的
自
由
の
境
地
の
こ
と
で
す
。

古
代
に
お
け
る
中
国
と
西
洋
の
こ
う
い
っ
た
区
別
に
つ
い
て
は
、
中
国
が
家

父
長
文
化
で
あ
り
、
西
洋
が
宗
教
的
文
化
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
深
い
関
係
が

あ
り
ま
す
。
先
に
、
古
代
西
洋
に
お
い
て
、
美
は
形
式
の
調
和
で
あ
る
と
い
う

定
義
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
が
数
を
宇
宙
の
本
質
と

見
な
し
て
い
た
こ
と
と
関
係
が
あ
り
ま
す
。
宇
宙
の
本
質
が
数
で
あ
る
な
ら
ば
、

美
の
本
質
も
ま
た
数
の
関
係
、

つ
ま
り
、
数
の
比
例
的
調
和
で
す
の
で
、
古
代

ギ
リ
シ
ャ
人
の
言
う
美
と
は
、
形
式
的
調
和
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
形
式
的

調
和
と
い
う
概
念
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
宇
宙
お
よ
び
人
間
の
思
惟
の
根
源
で

あ
り
、
同
時
に
、
現
実
を
超
越
し
た
彼
岸
世
界
を
指
向
し
、
哲
学
的
形
市
上
学

的
意
義
を
含
ん
で
い
る
の
で
す
。
中
世
に
な
る
と
、
こ
う
い
っ
た
調
和
は
神
と

結
び
付
け
ら
れ
、
人
間
と
神
と
の
調
和
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
以

上
の
理
由
か
ら
、
西
洋
の
美
学
は
宗
教
文
化
と
深
い
関
係
が
あ
る
と
申
し
た
の

で
す
。
と
こ
ろ
で
、
先
に
古
代
中
国
は
「
情
」
と
「
理
」
の
調
和
を
重
視
し
て
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い
る
と
述
べ
ま
し
た
が
、
「
情
」
と
「
理
」
の
調
和
と
は
、
人
と
自
然
お
よ
び
人

と
人
と
の
社
会
的
関
係
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
も
古
代
の

西
洋
美
学
が
来
世
と
関
わ
り
合
う
宗
教
的
美
学
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
古
代

の
中
国
美
学
は
現
世
あ
る
い
は
世
俗
と
関
わ
り
合
う
人
間
的
美
学
で
あ
る
と
言

え
ま
し
ょ
う
。

古
代
に
お
い
て
は
、
中
国
も
西
洋
も
同
じ
よ
う
に
調
和
を
美
と
し
て
い
る
の

で
す
が
、

そ
の
理
由
は
、
古
代
人
が
感
性
と
理
性
あ
る
い
は
精
神
と
肉
体
を
完

全
に
分
け
て
捉
え
て
い
な
い
こ
と
と
関
係
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
こ
れ
は
、
恐
ら

く
古
代
人
の
素
朴
な
思
考
方
式
と
関
係
が
あ
り
、
古
代
に
お
い
て
、
人
間
と
自

然
あ
る
い
は
人
間
と
社
会
と
を
素
朴
に
調
和
さ
せ
て
い
る
と
い
っ
た
歴
史
的
状
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況
と
も
一
致
し
て
い
ま
す
。

近
代
に
入
り
ま
す
と
、
資
本
主
義
の
勃
興
に
伴
い
、
個
人
と
社
会
と
の
対
立

が
激
化
し
、
個
の
自
覚
と
個
人
の
開
放
が
進
み
ま
し
た
。
ま
た
、
形
而
上
学
的

思
惟
の
確
立
に
よ
っ
て
分
裂
や
対
立
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
古
典
的

調
和
が
崩
れ
、
主
体
性
や
対
立
や
衝
突
を
強
調
す
る
崇
高
美
が
古
典
的
調
和
美

に
取
っ
て
代
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
近
代
の
中
国
と
西
洋
に
共
通

す
る
歴
史
的
趨
勢
で
す
。

西
洋
で
最
初
に
崇
高
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
の
は
E
・パ

l
ク
で
す
。
古
代

ロ
ー
マ
の
ロ
ン
ギ
ノ
ス
は
『
崇
高
論
」
を
書
い
て
い
ま
す
が
、
彼
の
言
う
「
崇

高
」
は
単
に
「
強
い
情
感
表
現
」
の
意
味
で
あ
っ
て
、
「
調
和
」
を
超
え
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
パ
ー
ク
に
至
っ
て
始
め
て
、
厳
密
な
意
味
で
美
と

崇
高
を
分
け
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
彼
は
美
を
「
社
会
的
交
際
」
の

欲
求
に
、
崇
高
を
「
自
己
保
存
」
の
欲
求
に
結
び
つ
け
、
前
者
は
痛
み
を
伴
わ

な
い
積
極
的
快
感
で
、
後
者
は
痛
み
か
ら
転
化
さ
れ
た
消
極
的
な
快
感
で
あ
る

と
定
義
し
ま
し
た
。

パ
ー
ク
の
後
、

カ
ン
ト
は
『
判
断
力
批
判
』

の
な
か
で
哲
学
的
美
学
の
立
場

か
ら
美
と
崇
高
と
の
違
い
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
ま
す
。
彼
は
、
美
的
対
象
に

つ
い
て
言
え
ば
、
美
は
形
式
の
調
和
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
快
感
で
あ
る

の
に
対
し
、
崇
高
は
、
そ
の
対
象
が
「
無
形
式
」
に
属
し
、
そ
の
数
と
力
が
無

限
で
あ
る
た
め
に
、
主
体
は
対
象
の
形
式
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
始
め

に
「
痛
み
」
が
生
じ
る
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
美
的
主
体
に
つ
い
て
言

え
ば
、
美
の
享
受
は
直
接
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
崇
高
の
享
受
は
間
接
的
で
あ

り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
美
に
お
い
て
は
、
対
象
の
調
和
的
形
式
に
よ
っ
て
想
像

力
や
知
覚
力
の
調
和
的
運
動
が
直
接
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
崇
高
で

は
、
想
像
力
や
知
覚
力
が
対
象
に
よ
っ
て
抑
圧
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
の
下
、

美
的
主
体
は
実
践
的
理
性
の
力
を
借
り
て
感
性
的
自
我
の
限
界
を
超
越
し
、
想

像
力
と
知
覚
力
を
圧
力
か
ら
解
放
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
対
象
の
脅
威
に

打
ち
勝
ち
、
「
痛
み
」
を
快
感
へ
転
化
し
て
い
る
か
ら
だ
と
し
て
い
ま
す
。

カ
ン
ト
の
崇
高
が
、
人
と
自
然
と
の
対
立
を
反
映
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
へ

l

ゲ
ル
の
そ
れ
は
、
人
と
社
会
と
の
対
立
関
係
を
表
し
て
い
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

へ
l
ゲ
ル
は
著
書
『
美
学
』
の
中
で
悲
劇
に
お
け
る
「
衝
突
」
の
重
要
性
に
つ

い
て
触
れ
、
衝
突
が
な
け
れ
ば
悲
劇
は
成
り
立
た
な
い
と
主
張
し
ま
し
た
。
そ
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の
際
、
衝
突
を
起
こ
す
双
方
に
は
、
理
性
あ
る
い
は
倫
理
上
の
普
遍
性
が
存
在

し
て
お
り
、

ま
た
、
自
分
の
理
想
実
現
の
た
め
、
相
手
の
理
想
に
損
害
を
与
え

る
こ
と
が
前
提
条
件
だ
と
し
て
い
ま
す
。
彼
に
よ
る
と
、
悲
劇
と
は
、
双
方
の

偏
向
に
よ
っ
て
生
じ
た
衝
突
を
超
越
し
、
正
義
に
よ
る
全
面
的
勝
利
を
実
現
す

る
こ
と
な
の
で
す
。
こ
こ
で
言
う
勝
利
と
は
、
高
次
元
の
調
和
へ
回
帰
す
る
こ

と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

へ
l
ゲ
ル
が
、
人
と
社
会
と
の
悲
劇
的
衝
突
状

態
を
近
代
人
の
美
意
識
に
吸
収
さ
せ
た
と
言
う
こ
と
は
、
崇
高
の
社
会
的
性
質

を
正
確
に
体
得
し
て
い
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

(

②

)

(

③

)

(

④

)

 

中
国
で
は
、
明
代
中
期
の
徐
滑
、
李
賢
、
屠
隆
等
の
美
に
つ
い
て
の
発
言
の

中
に
、
「
痛
み
」
や
「
悲
壮
」
を
追
求
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
正
確
な
意



味
で
崇
高
や
悲
劇
と
い
う
概
念
を
提
示
し
た
の
は
近
代
の
王
国
維
で
す
。
彼
は
、

カ
ン
ト
や
シ
ョ

l
ペ
ン
ハ
ウ
ア
l
の
思
想
を
受
げ
継
ぎ
、
「
壮
美
」
を
「
優
美
」

と
区
別
し
ま
し
た
。
彼
の
言
う
「
壮
美
」
は
、
感
性
と
理
性
、
主
体
と
客
体
と

の
調
和
を
追
求
す
る
古
典
的
理
想
を
完
全
に
打
ち
破
り
、
対
立
的
精
神
を
強
調

す
る
と
い
う
意
味
で
、
近
代
西
洋
の
崇
高
だ
と
言
え
ま
す
。
察
元
培
は
『
紅
楼

夢
』
の
林
黛
玉
と
買
宝
玉
の
悲
劇
の
終
局
を
誉
め
讃
え
、
「
社
大
美
」
を
提
唱
し

ま
し
た
。
魯
迅
は
、

P

・B
-
シ
エ
リ
ー
や
パ
イ
ロ
ン
等
「
サ
タ
ン
」
詩
人
を

崇
拝
し
、
「
偉
大
美
」
、
「
雄
大
美
」
、
「
崇
高
美
」
を
提
唱
し
ま
し
た
。
彼
は
、
著

書
「
雷
峰
塔
の
倒
壊
』
や
『
再
論
、
雷
峰
塔
の
倒
壊
』
で
「
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
」

ゃ
「
十
景
病
」
(
十
や
八
な
ど
の
切
り
の
よ
い
数
に
合
わ
せ
る
た
め
に
、
本
来
は

関
係
な
い
も
の
ま
で
も
適
当
に
寄
せ
集
め
て
く
る
こ
と
)

と
い
っ
た
古
典
的
調

和
主
義
的
現
象
を
指
摘
し
、
「
人
生
に
お
い
て
価
値
の
あ
る
も
の
を
打
ち
壊
し
て

提
示
す
る
」
と
い
う
悲
劇
を
提
唱
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
至
り
、
崇
高
と
悲
劇
と

現代中国における比較美学の現状

い
っ
た
美
的
理
想
が
、
中
国
近
代
文
学
の
中
心
に
な
り
ま
し
た
。

現
代
に
入
る
と
、
西
洋
で
は
崇
高
か
ら
醜
へ
、
中
国
で
は
崇
高
の
分
裂
か
ら

弁
証
法
的
調
和
へ
の
回
帰
の
美
学
が
主
流
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
醜
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
ま
す
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
「
醜
は
調
和

を
害
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
古
代
に
お
け
る
醜
は
、
形

式
的
で
あ
っ
て
本
質
的
醜
さ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
近
代
に
入
り
、
社
会

に
お
け
る
対
立
が
激
し
さ
を
増
し
、
形
而
上
学
的
思
惟
が
確
立
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
初
め
て
、
本
当
の
意
味
で
の
醜
が
歴
史
の
舞
台
に
登
場
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
不
調
和
、
反
調
和
と
し
て
極
端
な
対
立
状
態
を
表
し
て
い
る
醜
は
、

古
典
的
調
和
美
を
完
全
に
打
ち
破
り
、
近
代
の
崇
高
の
出
現
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
の
で
す
。
近
代
、
様
々
な
美
の
形
態
が
発
生
し
た
の
は
、
醜
概
念
が

重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
こ
と
は
ち
ょ
う
ど
、

B
・
ポ
ザ
ン
ケ
の

「
も
し
醜
と
い
う
要
素
が
な
け
れ
ば
、

実
際
に
美
の
変
化
は
成
り
立
た
な
い
」
と
い
う
言
葉
や
、

ユ
ー
ゴ

l
の
「
美
は

単
に
一
種
の
類
型
で
あ
り
、
醜
は
千
変
万
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
滑
稽
や
醜
さ

は
、
近
代
人
の
思
想
に
常
に
登
場
す
る
概
念
で
あ
り
、

一
方
で
は
そ
れ
が
奇
形

や
恐
怖
と
い
う
形
で
現
れ
、
も
う
一
方
で
は
可
笑
し
さ
や
滑
稽
と
い
う
形
で
登

場
す
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。

中
国
で
は
、
明
代
や
清
代
に
入
る
と
醜
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

(

⑤

)

(

⑥

)
A
3
)
 

し
た
。
明
代
表
宏
道
は
嚢
中
道
の
詩
に
つ
い
て
、
「
美
し
さ
」
と
「
醜
さ
」
が
共
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存
し
て
お
り
、
特
に
「
醜
さ
」
を
好
ん
で
用
い
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
衰

宏
道
の
言
葉
は
、
蘇
東
披
以
来
の
古
典
的
調
和
美
の
理
想
が
打
ち
破
ら
れ
、

「
醜
」
が
日
増
し
に
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
美
の
傾
向
を
示

唆
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
徐
志
摩
が
「
世
の
中
が
す
べ
て
の
調
和
を
消
し
去

(
4
)
 

り
、
私
の
声
は
真
夜
中
の
墓
地
の
フ
ク
ロ
ウ
さ
な
が
ら
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
る

に
至
っ
て
つ
い
に
、
文
芸
界
に
多
種
多
様
な
形
態
が
出
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
一
一
百
え
ま
し
ょ
う
。

近
代
に
入
っ
て
醜
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
中
国
も

西
洋
も
共
通
し
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
や
発
展
状
況
に
は
互
い
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に
違
い
が
見
ら
れ
ま
す
。
西
洋
で
は
、
社
会
制
度
や
思
惟
方
式
が
、
極
端
な
対

立
あ
る
い
は
反
調
和
へ
と
発
展
し
、
崇
高
の
う
ち
の
調
和
美
の
要
素
が
減
少
し
、

醜
の
要
素
が
増
加
し
、
最
後
に
は
醜
が
崇
高
に
取
っ
て
代
わ
る
よ
う
に
な
り
ま

つ
ま
り
、
近
代
に
お
け
る
醜
は
、
古
典
的
調
和
を
否
定
し
な
が
ら
も
完

し
た
。

全
に
は
否
定
し
き
っ
て
お
ら
ず
、
対
立
、
痛
み
、
抑
圧
感
か
ら
調
和
、
快
感
、

自
由
を
求
め
る
崇
高
が
主
流
で
し
た
。
し
か
し
、
現
代
に
入
る
と
、
醜
が
美
や

崇
高
に
取
っ
て
代
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
具
体
的
に
申
し
ま
す
と
、
西

洋
近
代
の
ロ
ダ
ン
は
、
美
と
醜
の
混
じ
り
合
い
に
お
い
て
「
常
に
美
が
勝
利
を

収
め
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
ボ
ー
ド
レ

l
ル
の
詩
、

カ
フ
カ
の
小
説
あ
る

い
は
現
代
の
不
条
理
主
義
の
演
劇
で
は
、
醜
が
最
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ポ
1
ド
レ

l
ル
は
『
悪
の
華
』
で
悪
の
中
に
美
を
求

め
、
カ
フ
カ
は
『
変
身
』
で
「
不
条
理
」
と
い
う
形
式
で
社
会
の
醜
悪
さ
を
暴

き
出
し
ま
し
た
。
サ
ル
ト
ル
は
、
現
実
と
は
も
と
も
と
美
的
で
は
な
く
、
美
は

本
来
虚
構
的
価
値
に
の
み
属
し
て
い
る
と
主
張
し
、

ハ
イ
デ
ガ

1
は
『
芸
術
作

品
の
起
源
」

の
な
か
で
、
芸
術
は
暗
黒
を
提
示
し
、

そ
れ
を
永
遠
に
保
存
さ
せ

る
こ
と
を
使
命
と
す
る
と
主
張
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
種
の
醜
の
芸
術
論
あ
る

い
は
醜
の
美
学
で
あ
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
醜
は
確
か
に
美
の
範
鴎
を
拡
大
し
、

人
間
の
美
的
能
力
を
高
め
は
し
ま
し
た
が
、
極
端
な
反
調
和
を
追
求
す
る
傾
向

に
よ
っ
て
、
美
学
に
大
き
な
弊
害
を
も
た
ら
し
た
の
も
紛
れ
も
な
い
事
実
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
現
代
の
西
洋
美
学
の
主
流
は
崇
高
か
ら
醜
へ
と
移
行
し
て
き
ま

し
た
が
、
現
代
の
中
国
芸
術
は
、
崇
高
に
よ
っ
て
古
典
的
調
和
美
は
打
ち
破
ら

れ
た
も
の
の
、
醜
に
よ
る
本
質
的
極
端
な
対
立
は
発
生
せ
ず
、
対
立
し
つ
つ
も

調
和
を
求
め
る
と
い
う
弁
証
法
的
調
和
理
想
が
主
流
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

第
四
章

西
洋
と
中
国
の
芸
術
の
特
徴
の
比
較

我
々
は
、
異
な
っ
た
時
代
に
は
異
な
っ
た
芸
術
観
が
存
在
す
る
と
い
う
考
え

に
基
づ
い
て
、
西
洋
と
中
国
の
芸
術
特
徴
を
比
較
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
全
体

的
に
言
え
ば
、
古
代
の
芸
術
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
美
的
、
調
和
的
あ
る

い
は
古
典
主
義
的
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
の
芸
術
の
主
な
特
徴
は
、
再
現

と
表
現
、
理
想
と
現
実
、
感
情
と
理
性
、
内
容
と
形
式
そ
し
て
そ
れ
を
構
成
す

る
諸
要
素
間
で
均
衡
や
調
和
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
古
典
主
義
に
つ
い
て
少
々
説
明
し
て
お
き
ま
す
。
私
の
理
解
に
依
り
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ま
す
と
、
古
典
主
義
に
は
広
義
と
狭
義
の
二
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
狭
義
の

古
典
主
義
は
、
十
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
始
ま
っ
た
新
古
典
主
義
思
想
の
こ
と
で

あ
り
、
広
義
の
そ
れ
は
、
近
代
工
業
社
会
に
入
る
以
前
の
、
調
和
を
理
想
美
と

し
て
追
求
し
て
い
た
古
代
社
会
の
芸
術
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
我
々
が
こ
こ
で

言
っ
て
い
る
古
典
主
義
と
は
広
義
の
古
典
主
義
の
こ
と
で
す
。

さ
て
、
古
代
の
芸
術
は
古
典
主
義
的
様
相
を
呈
し
て
い
る
こ
と
は
先
に
も
申

し
ま
し
た
が
、
中
国
と
西
洋
で
は
お
の
お
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
中
国
は
主
体

表
現
や
理
想
や
情
感
と
い
っ
た
も
の
を
重
視
し
て
お
り
、
言
う
な
れ
ば
「
詩
」

の
風
土
で
あ
る
の
に
対
し
、
西
洋
は
模
倣
的
再
現
や
現
実
や
理
知
と
い
っ
た
も

の
を
重
視
し
て
い
ま
す
の
で
、
「
絵
画
」
の
故
郷
だ
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
し
た
が
っ



て
、
中
国
で
は
、
詩
、
舞
踏
、
書
道
等
の
表
現
的
な
芸
術
が
主
流
で
あ
っ
た
の

に
対
し
西
洋
で
は
、
彫
刻
、
絵
画
、
叙
事
詩
、
戯
曲
と
い
っ
た
再
現
的
芸
術
が

主
流
を
占
め
ま
し
た
。
も
う
少
し
具
体
的
に
見
て
み
ま
す
と
、
西
洋
の
彫
刻
や

絵
画
は
客
観
的
対
象
の
再
現
を
重
視
し
た
た
め
陰
影
法
や
透
視
法
が
発
達
し
ま

し
た
が
、
中
国
の
彫
刻
や
絵
画
は
主
体
の
情
感
の
表
現
を
重
視
し
た
た
め
、
異

な
る
視
点
か
ら
様
々
な
方
向
を
と
ら
え
る
画
法
が
発
達
し
、
筆
さ
ば
き
や
墨
色

を
重
視
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
演
劇
に
つ
い
て
言
え
ば
、
西
洋
は
対
話
を

中
心
に
、
劇
の
筋
の
叙
述
あ
る
い
は
事
件
に
つ
い
て
の
細
か
い
描
写
を
重
視
し
、

再
現
的
要
素
が
強
い
の
で
す
が
、
中
国
で
は
歌
が
主
流
で
、
立
ち
居
振
る
舞
い

が
様
式
化
さ
れ
て
お
り
、
表
現
的
要
素
が
強
い
と
一
一
白
え
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
書

道
に
つ
い
て
は
、

そ
の
表
現
的
要
素
の
強
さ
が
表
現
芸
術
を
重
視
す
る
中
国
の

実
状
と
合
致
し
て
い
る
た
め
に
、
中
国
で
発
展
を
遂
げ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
芸
術
上
の
特
徴
を
美
学
の
言
葉
を
使
っ
て
説
明
し

現代中国における比較美学の現状

ま
す
と
、
古
代
中
国
は
「
言
志
」
(
志
を
表
現
す
る
)
説
か
ら
「
意
境
」
論
へ
と

発
達
し
、
主
体
を
中
心
に
主
体
と
客
体
と
の
融
合
を
重
視
す
る
の
に
対
し
、
西

洋
は
「
模
倣
」
説
か
ら
「
典
型
」
論
へ
と
発
達
し
、
客
体
を
中
心
に
個
性
と
共

向
性
と
の
統
一
を
追
求
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
と
こ
ろ
で
注
意
が
必
要
な
の

は
、
中
国
と
西
洋
と
で
は
そ
れ
ぞ
れ
偏
り
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
表
現
と
再

現
、
情
感
と
理
知
と
の
調
和
的
結
合
に
影
響
を
及
ぽ
さ
な
い
程
度
の
偏
り
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
古
代
中
国
は
「
詩
」
を
中
心
と
し
つ
つ

も
、
「
詩
」
的
芸
術
の
中
に
「
絵
画
」
的
要
素
を
求
め
る
傾
向
が
あ
り
、
古
代
西

洋
も
ま
た
「
絵
画
」
を
中
心
と
し
つ
つ
も
、
「
絵
画
」
的
芸
術
の
中
に
「
詩
」
的

要
素
を
求
め
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
表
現
と
再
現
、
現
実
と
理
想
と
を
完
全
に

対
立
さ
せ
て
し
ま
う
近
代
の
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
や
「
ロ
マ
ン
主
義
」
と
は
本
質

的
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

近
代
に
入
り
、
古
典
主
義
の
調
和
一
元
論
的
芸
術
が
ロ
マ
ン
主
義
と
現
代
主

義
の
二
元
対
立
的
芸
術
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
の
は
、
中
国
と
西
洋
に
共
通
す

る
歴
史
の
趨
勢
で
す
。
近
代
の
芸
術
家
は
も
は
や
「
詩
画
一
律
」
の
調
和
的
理

想
に
満
足
で
き
ず
、
「
詩
」
と
「
絵
画
」
が
分
立
す
る
よ
う
に
な
り
、
現
実
と
理

想
、
再
現
と
表
現
、
情
感
と
理
知
の
対
立
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

西
洋
で
は
、

レ
ッ
シ
ン
グ
が
『
ラ
オ
コ

l
ン
』
の
中
で
「
詩
と
絵
画
の
対
立
」

の
原
則
を
初
め
て
提
示
し
、
古
代
西
洋
の
「
絵
は
か
く
の
知
し
、
詩
も
ま
た
然
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り
」
と
い
う
観
念
に
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
中
国
で
は
、
明
代
の
散
文
家
張
岱

[
一
五
九
七

1
一
六
八
九
]
は
「
も
し
詩
情
を
以
て
絵
を
作
れ
ば
、
絵
佳
と
す
る

こ
と
能
は
ず
、
画
意
を
以
て
詩
を
成
せ
ば
、
詩
必
ず
妙
な
ら
ず
」
と
言
い
、
古

代
か
ら
の
「
詩
画
一
律
」
の
伝
統
に
対
し
て
異
議
を
唱
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
詩
と
絵
、
表
現
と
再
現
、
理
想
と
現
実
と
の
分
裂
状
態
か
ら
二
種
類
の
芸
術

が
誕
生
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
つ
は
、
客
観
世
界
と
面
と
向
か
い
現
実

生
活
を
模
写
す
る
リ
ア
リ
ズ
ム
で
、
も
う
一
つ
は
、
自
我
の
世
界
と
向
か
い
合

い
感
情
や
精
神
を
表
現
す
る
ロ
マ
ン
主
義
で
す
。
リ
ア
リ
ズ
ム
芸
術
家
た
ち
は
、

よ
り
正
確
に
具
体
的
に
現
実
生
活
を
再
現
す
る
た
め
、
自
分
の
情
感
を
作
品
の

中
に
表
現
す
る
こ
と
を
で
き
る
だ
け
避
け
る
の
に
対
し
、

ロ
マ
ン
主
義
芸
術
家
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た
ち
は
、
主
観
の
感
情
や
精
神
を
充
分
に
表
現
す
る
た
め
に
、
作
品
の
登
揚
人

物
に
自
分
の
理
想
や
個
性
を
で
き
る
限
り
表
現
さ
せ
る
こ
と
に
務
め
る
の
で
す
。

十
九
世
紀
末
以
来
、
特
に
二
十
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
、
西
洋
現
代
芸
術
は

中
心
を
欠
い
た
無
主
流
的
多
元
化
時
代
に
突
入
し
ま
し
た
。
例
を
挙
げ
て
み
ま

す
と
、
自
然
主
義
、
退
廃
主
義
、
象
徴
主
義
、
唯
美
主
義
、
印
象
主
義
、
イ
マ

ジ
ズ
ム
、

フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
、
未
来
主
義
、
表
現
主
義
、
実
存
主
義
、
構
造
主

義
、
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
、

シ
ュ

l
ル
・
レ
ア
リ
ズ
ム
、

マ
ジ
ッ
ク
・
リ
ア
リ

ズ
ム
、
写
真
的
リ
ア
リ
ズ
ム
そ
の
ほ
か
不
条
理
演
劇
、
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア
文

学
な
ど
様
々
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
芸
術
諸
派
に
は
二
つ
の
基
本

的
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
一
つ
は
、
リ
ア
リ
ズ
ム
か
ら
自
然
主
義
を
経
て
シ
ュ
!

ル
・
レ
プ
リ
ズ
ム
、
写
真
的
リ
ア
リ
ズ
ム
へ
の
発
展
傾
向
で
、
も
う
一
つ
は
、

ロ
マ
ン
主
義
か
ら
具
象
的
表
現
主
義
を
経
て
抽
象
表
現
主
義
へ
の
発
展
傾
向
で

す
。
こ
れ
ら
二
種
類
の
発
展
傾
向
は
近
代
の
リ
ア
リ
ズ
ム
と
ロ
マ
ン
主
義
の
対

立
が
、

そ
れ
ぞ
れ
が
二
つ
の
極
へ
発
展
し
て
い
っ
た
結
果
で
あ
る
と
言
え
ま

し
ょ
P

つ。
こ
こ
で
は
西
洋
現
代
芸
術
の
二
つ
の
大
き
な
流
れ
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
い

く
つ
か
例
を
挙
げ
て
説
明
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
最
初
に
、
リ
ア
リ
ズ
ム
か
ら

発
展
し
て
き
た
と
見
ら
れ
る
流
れ
の
う
ち
、
自
然
主
義
と
写
実
的
リ
ア
リ
ズ
ム

に
つ
い
て
見
て
み
ま
す
。
自
然
主
義
は
、
客
観
世
界
に
面
と
向
か
い
、
現
実
生

活
の
再
現
を
試
み
て
い
る
点
か
ら
見
ま
す
と
リ
ア
リ
ズ
ム
と
共
通
し
て
い
ま
す

が
、
芸
術
の
模
倣
や
再
現
効
果
を
絶
対
化
す
る
点
で
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い

ま
す
。
自
然
主
義
は
、
醜
さ
、
汚
さ
な
ど
、

一
般
的
道
徳
観
念
で
は
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
事
物
を
芸
術
に
取
り
入
れ
、
芸
術
の
描
写
対
象
を
大
幅
に
広
げ
ま
し

た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
ゾ
ラ
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
客
観
的
冷
静
的
態
度

で
、
あ
ら
ゆ
る
抽
象
観
念
や
粉
飾
を
差
し
挟
ま
な
い
生
の
現
実
を
作
品
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
を
追
求
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
描
写
対
象
の
原
型
を
そ
の
ま
ま
に

保
つ
た
め
、
登
場
人
物
を
典
型
化
し
て
表
現
す
る
と
い
う
リ
ア
リ
ズ
ム
の
芸
術

原
則
を
犠
牲
に
し
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
自
然
主
義
芸
術
は
、
近
代
芸
術
の

典
型
化
さ
れ
た
個
性
を
重
視
す
る
傾
向
か
ら
典
型
化
を
否
定
す
る
方
向
に
進
み
、

そ
し
て
、
直
接
主
観
的
態
度
を
表
現
し
な
い
と
い
っ
た
リ
ア
リ
ズ
ム
の
芸
術
創

造
の
態
度
を
更
に
発
展
さ
せ
、
芸
術
家
の
政
治
や
道
徳
の
思
想
傾
向
を
完
全
に

否
定
し
去
る
と
い
っ
た
方
向
に
向
か
っ
て
行
っ
た
の
で
す
。
写
真
的
リ
ア
リ
ズ
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ム
は
、
写
真
の
よ
う
に
本
物
と
全
く
同
じ
状
態
を
芸
術
に
求
め
る
主
張
で
、
芸

術
家
は
、
写
真
機
の
よ
う
に
主
観
的
観
念
や
意
志
を
少
し
も
差
し
挟
ま
な
い
こ

と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
主
観
表
現
を
徹
底
的
に
否
定
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、

自
然
主
義
よ
り
も
更
に
一
歩
進
ん
だ
芸
術
だ
と
言
え
ま
す
。

次
に
、

ロ
マ
ン
主
義
か
ら
発
展
し
て
き
た
と
見
ら
れ
る
表
現
主
義
に
つ
い
て

見
て
み
ま
す
。
我
々
は
、
表
現
主
義
に
は
具
象
的
表
現
主
義
と
抽
象
的
表
現
主

義
の
二
つ
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
「
野
獣
派
」
の
創
始
者
と
目

さ
れ
て
い
る
表
現
主
義
者
H
・
マ
チ
ス
は
、
「
表
現
第
こ
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
の

も
と
、
自
分
の
描
く
絵
す
べ
て
の
構
図
は
情
感
世
界
を
表
現
す
る
た
め
に
あ
る

と
主
張
し
ま
し
た
。
キ
ュ
ピ
ズ
ム
の
ピ
カ
ソ
の
作
品
は
、
大
き
く
変
形
を
施
し
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た
り
、
幾
何
学
的
図
形
を
用
い
た
り
し
て
い
ま
す
が
客
観
的
な
事
物
か
ら
完
全

に
逸
脱
し
て
は
い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
の
芸
術
は
具
象
的
表
現
主
義

の
芸
術
だ
と
一
言
え
ま
し
ょ
う
。
抽
象
表
現
主
義
の
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
l
の
絵
は
、

い
か
な
る
事
物
の
形
状
も
描
き
出
さ
ず
、
完
全
に
単
に
点
と
線
と
色
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
る
「
交
響
楽
」
と
化
し
、
音
楽
的
な
絵
画
へ
と
発
展
し
て
い
き
ま
し

た
。
彼
は
絵
画
の
表
現
性
を
そ
の
極
に
ま
で
押
し
進
め
た
と
い
う
意
味
で
抽
象

的
表
現
主
義
者
で
あ
る
と
一
一
言
え
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
表
現
主
義
と
ロ
マ
ン
主
義

と
の
違
い
に
つ
い
て
見
て
み
ま
す
と
、

ロ
マ
ン
主
義
は
、
客
観
事
物
か
ら
脱
却

せ
ず
誇
張
表
現
に
よ
っ
て
社
会
的
理
想
を
表
現
す
る
の
に
対
し
、
表
現
主
義
は
、

す
べ
て
の
客
観
的
事
象
を
捨
て
去
り
、
理
性
を
越
え
、
潜
在
意
識
に
お
け
る
生

命
の
欲
望
を
発
掘
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

中
国
に
お
い
て
は
、

一
九
八

0
年
代
に
改
革
開
放
が
提
唱
さ
れ
て
以
来
、
西

洋
現
代
美
学
や
芸
術
が
今
ま
で
に
な
く
大
量
に
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
美

学
理
論
か
ら
芸
術
創
造
に
至
る
ま
で
非
常
に
大
き
な
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
「
臆
臨
詩
」
、
「
第
三
世
代
詩
」
、
「
新
潮
小
説
」
、
「
新
潮

画
派
」
、
「
傷
痕
文
学
」
、
「
反
思
文
学
」
、
「
新
写
実
主
義
文
学
」
、
「
紀
実
文
学
」

等
が
出
現
し
、
諸
流
派
が
林
立
す
る
現
代
西
洋
と
類
似
し
た
現
象
が
起
こ
っ
て

き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
中
国
の
芸
術
諸
派
も
ま
た
、
主
体
偏
重
型
と
客
体
偏

重
型
の
二
極
に
分
類
で
き
ま
す
。
「
新
潮
画
派
」
、
「
新
潮
小
説
」
、
「
第
三
世
代
詩
」

な
ど
は
西
洋
の
表
現
主
義
に
近
く
、
主
体
偏
重
型
で
あ
り
、
「
新
写
実
主
義
小

説
」
や
「
記
録
文
学
」
な
ど
は
自
然
主
義
や
写
真
的
レ
ア
リ
ズ
ム
に
近
く
、
客

体
偏
重
型
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
何
名
か
の
芸
術
家
は
、
両
方
の
極
を
追
求

し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
著
名
な
映
画
監
督
張
芸
謀
の
作
品
を
例
に
取
り
ま
す

と
、
「
紅
い
コ

1
リ
ャ
ン
』
、
『
菊
豆
』
、
『
紅
夢
』
等
は
主
体
偏
重
型
で
、
豊
富
な

感
情
、
個
性
的
な
想
像
力
、
生
き
生
き
と
し
た
映
像
で
理
想
化
さ
れ
、
観
念
化

さ
れ
た
現
実
を
描
き
出
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
『
秋
菊
の
物
証
巴
か
ら
は
制

作
傾
向
を
百
八
十
度
転
回
さ
せ
、
隠
し
撮
り
技
術
を
駆
使
し
て
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
l
的
効
果
を
追
求
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
俳
優
が
存

在
し
て
い
な
い
か
の
よ
う
で
、
見
て
い
る
者
に
そ
の
場
で
日
常
生
活
を
送
っ
て

い
る
よ
う
な
気
に
さ
せ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

張
芸
謀
は
李
爾
威
と
の
対
談
で
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。
「
『
秋
菊
の
物

器
巴
は
私
に
と
っ
て
一
つ
の
転
換
点
で
あ
り
ま
す
。
私
は
、
『
紅
い
コ

l
リ
ャ
ン
』
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以
来
、
観
念
や
激
情
と
い
っ
た
も
の
を
ひ
た
す
ら
追
求
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
作
品
で
は
、
豊
富
で
感
性
的
な
人
間
の
生
活
や
運
命
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
観
念
、
想
像
、
激
情
と
感
性
、
真
実
、
内
省
精
神

を
高
次
元
に
お
い
て
統
合
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

分
裂
の
中
に
高
次
元
の
調
和
を
求
め
る
こ
と
こ
そ
が
、
現
代
の
中
国
の
美
学
者

や
芸
術
家
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
。
こ
の
よ

う
に
、
現
代
中
国
芸
術
や
現
代
美
学
は
、
多
元
化
に
向
か
う
傍
ら
高
次
元
の
統

一
を
求
め
て
お
り
、
西
洋
の
多
元
化
傾
向
に
あ
る
芸
術
と
は
異
な
る
道
を
歩
ん

で
い
る
の
で
す
。

以
上
、
中
国
と
西
洋
の
美
学
の
流
れ
を
マ
ク
ロ
的
視
点
か
ら
比
較
し
て
み
ま
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し
た
が
、
中
国
・
西
洋
比
較
美
学
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
美
学
者
、
美
的
領
域
、

美
学
上
の
概
念
あ
る
い
は
絵
画
、
音
楽
、
小
説
、
演
劇
、
詩
等
の
諸
芸
術
間
の

ミ
ク
ロ
的
研
究
も
大
変
重
要
で
す
。
た
と
え
ば
、
『
朱
光
潜
と

B
・
ク
ロ

l

チ
エ
』
、
『
魯
迅
前
期
美
学
思
想
と
厨
川
白
村
』
、
『
中
国
・
西
洋
悲
劇
観
探
究
』
、

『
中
国
・
西
洋
喜
劇
観
念
の
比
較
』
、
『
「
物
感
説
」
と
「
模
倣
説
」
|
|
中
国
美

学
思
想
研
究
メ
モ
』
等
は
ミ
ク
ロ
的
中
国
・
西
洋
比
較
美
学
と
し
て
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。
本
来
な
ら
ば
、
ミ
ク
ロ
的
比
較
美
学
も
紹
介
す
べ
き
と
こ
ろ

な
の
で
す
が
、
紙
片
の
都
合
上
、
こ
こ
で
は
主
な
研
究
論
文
の
題
名
だ
け
を
挙

げ
て
お
き
ま
す
。

中
国
に
お
け
る
比
較
美
学
の
展
望

中
国
の
比
較
美
学
研
究
は
、
今
ま
で
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
が
、
改

革
開
放
に
よ
る
中
国
の
国
際
化
で
、
中
国
と
西
洋
の
美
学
や
芸
術
の
分
野
に
お

い
て
も
、
互
い
に
衝
突
し
合
い
、
吸
収
し
合
い
、
融
合
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

比
較
美
学
は
こ
れ
か
ら
更
に
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
中
国
比
較
美
学
の
発
展
の
た
め
、
二
つ
の
課
題
を
提
示
し
、
今
回
の

講
演
の
締
め
括
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
つ
目
は
、
中
国
・
西
洋
比
較
美
学
の
研
究
目
的
は
、

お
互
い
の
共
通
点
を

見
い
だ
す
と
と
も
に
各
自
の
特
徴
を
見
つ
け
出
す
こ
と
で
す
。
そ
の
際
、

ど
ち

ら
か
に
優
劣
を
付
け
る
の
で
は
な
く
、
比
較
に
よ
り
見
つ
け
出
さ
れ
た
自
国
に

な
い
有
益
な
美
の
文
化
を
吸
収
し
、
中
西
融
合
の
中
、
中
国
の
伝
統
的
な
美
の

文
化
の
発
展
を
促
し
、
同
時
に
中
国
の
美
の
文
化
を
も
世
界
へ
紹
介
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

二
つ
目
は
、
中
国
・
西
洋
の
比
較
は
、
ミ
ク
ロ
、

マ
ク
ロ
双
方
の
視
点
か
ら

研
究
を
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
目
下
、

マ
ク
ロ

的
視
点
に
よ
る
比
較
研
究
は
そ
れ
な
り
の
成
果
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

成
果
を
を
よ
り
い
っ
そ
う
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
、
ミ
ク
ロ
的
視
点
か
ら
中

園
、
西
洋
の
美
学
者
及
び
美
学
の
著
作
の
具
体
的
な
研
究
を
進
め
、
様
々
な
カ

テ
ゴ
リ

l
、
観
念
の
比
較
を
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
も
し
も
ミ
ク
ロ
的
研
究
が
マ
ク
ロ
的
視
点
を
離
れ
て
し
ま
え
ば
、
中

国
の
諺
に
言
う
「
ひ
げ
も
眉
毛
も
一
緒
に
掴
む
」
(
何
も
か
も
い
っ
し
ょ
く
た
に
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す
る
)

と
い
っ
た
、
要
点
を
掴
み
得
な
い
研
究
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

日正(1) 

(
2
)
 

(3) 

(
4
)
 

(5) 

(6) 

(
7
)
 

『
美
学
散
歩
』

U
-
E
0
1
5
H、
上
海
人
民
出
版
社
、
呂
巴
・

『
中
西
比
較
美
学
大
綱
』

U
・戸。

『
哀
中
道
全
集
』
巻
三
、

「
論
国
内
的
評
論
及
我
対
創
造
上
的
態
度
」
、
『
文
芸
評
論
』
旬
・
ロ
ア
ム
話

胡
祷
著
、
『
蘇
州
大
学
学
報
』
(
呂
田
-
N
)

温
馨
敦
著
、
『
北
京
大
学
学
報
』
(
冨
∞
Y
日
)

喬
龍
文
著
、
『
戯
劇
芸
術
』
(
邑
∞
N
U
H
)
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(8) 

(9) 
子
成
農
著
、
『
晋
陽
学
刊
』
第
3
号

曹
顕
慶
著
、
『
文
芸
研
究
』
(
呂
田
・
品
)

訳
注
(
①
)
鄭
一
桂
二
六
八
八

1
一
七
七
二
)
中
国
清
朝
の
画
家
、
詩
人
。
作
品
に
は

「
小
山
画
譜
』
、
『
小
山
詩
集
』
が
あ
る
。

(
②
)
徐
沼
こ
五
二
一
{
】
一
五
九
三
)
中
国
明
朝
の
詩
人
、
画
家
、
戯
曲
作
家
。

特
に
戯
曲
に
お
い
て
、
社
会
性
と
現
実
性
を
重
視
し
、
当
時
の
戯
曲
創
造
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
。
後
世
に
大
量
の
著
作
を
残
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
有
名
な
の

は
文
集
『
文
長
自
著
崎
譜
』
、
『
青
藤
山
人
路
史
』
と
戯
曲
『
四
声
猿
』
な
ど
で
あ

る。

(
③
)
李
賛
(
一
五
二
七

1
一
六

O
二
)
中
国
明
朝
の
詩
人
、
哲
学
者
。
「
童
心
」

を
主
張
し
て
人
間
の
自
由
な
精
神
と
個
性
の
尊
重
を
強
調
し
、
当
時
の
保
守
的
な

儒
教
の
礼
教
思
想
と
偽
り
に
満
ち
た
社
会
現
状
に
対
し
て
痛
烈
に
批
判
し
た
。
著

作
に
は
『
焚
書
』
『
続
焚
書
』
が
あ
る
。

(
④
)
屠
隆
ご
五
四
二

1
一
六
五

O
)
中
国
明
朝
の
詩
人
、
戯
曲
作
家
、
詩
集

『
修
文
記
』
な
ど
が
あ
る
。

(
⑤
)
哀
宏
道
二
五
六
八

1
一
六
一

O
)
中
国
明
朝
の
詩
人
、
作
家
。
古
典
文
学
ば

か
り
の
模
倣
に
反
対
し
、
自
分
の
感
情
を
忠
実
に
表
現
す
る
よ
う
な
自
由
な
文
体

を
主
張
す
る
。
著
作
に
は
『
哀
宏
道
全
集
』
が
あ
る
。

(
⑥
)
哀
宗
道
二
五
六

0
1
一
六

O
O
)
中
国
明
朝
の
詩
人
、
作
家
。
裳
宏
道
と
同

じ
く
、
文
学
の
擬
古
的
な
文
体
に
反
対
し
、
形
式
に
拘
ら
な
い
自
由
な
文
体
を
主

張
す
る
。
著
作
に
は
『
白
蘇
斎
集
』
が
あ
る
。

後
記ω

周
来
祥
は
現
在
、
中
国
山
東
大
学
美
学
研
究
所
の
所
長
を
務
め
る
。
主
な

著
書
に
は
『
論
中
国
古
典
美
学
」
、
『
中
西
比
較
美
学
大
綱
』
(
陳
炎
と
共
著
)
、

な
ど
が
あ
る
。
平
成
九
年
、
周
氏
は
学
術
振
興
会
の
招
轄
で
来
日
し
て
い
た
。

一
O
月
四
日
に
広
島
芸
術
学
会
の
第
四
一
回
例
会
で
講
演
を
行
っ
た
。
講
演

の
内
容
は
部
分
的
に
周
氏
の
論
文
「
中
西
比
較
美
学
在
当
代
中
国
」
(
中
国

語
)
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
翻
訳
は
講
演
で
の
口
頭
発
表
の
ま
ま

で
は
な
く
、
訳
者
が
張
喚
民
氏
の
翻
訳
原
稿
を
参
考
に
し
て
作
成
し
、
講
演

会
場
で
予
め
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

(2) 

]
は
訳
者
が
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

(
し
ゅ
う
・
ら
い
し
よ
う
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中
国
山
東
大
学
)

(
り
ん
・
う
へ
い

広
島
大
学
大
学
院
)




